







その他のタイトル 1st-year Students' Language Activities in the
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and “Career Design”
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模造紙にキャンフ。で、の「出会しリをまとめる 一一部 。 。。ンキャンプ
写真を使って発表する 一部 。







13 他の攻の発表を開く 個人 。 ム
取材先を決め、電話で訪問の依頼をする 明: 。
実際にインタビ、ュー活動を行う 3;)1 。
3 プロジェクト学習 お礼状を作成する 一部 。
5 ① 
7 (十土会を知る) 模造紙に取材の様子をまとめる 母音13 。 。
写真を使ってインタビュー内容を発表する 。









インタビュー結果を元に「生きる意味Jについて11 プロジェクト学習 3PI 。。。
12 ② f口E壬i5L1仁空}、入ノ














6 ライフプランをクラスの前で発表する 個人 。
他の人の発表を開く 個人 。ム
8 研究大会 「自分にとっての『産社JlJを話し合う 3PI 。。
9 (ポスター作成)
10 掲示資料を作成する 万f 。。
1 年次討論会 年次全体で授業の意味について討論会を行う 他人 。。。














































































































































































































































































l 年次科 I~I 1産相:::JICDJにおける言言苦活動について
明らかになったのは、以下の点である。














































































{資料①}平成 25 年度「産業社会と人I~~J 年間計画
各H寺l恨の内容
No jヲ iヨ 主題 単元
511寺 r\J~ 61寺i浪
。4 10-13 自然体験を過して出会いを考える オリコニンテー ション コミュニケーションキャンプ
19 生物の育!まを通じて命を考える オリコニンテー ション j)(1'1:全体オリエンテーション 菜園オリエンテーション
2 4 26 生物の育}J文を通じて命を考える 菜 I~tl 作り・フηlコジェクト 菜|主iづくり(定地等) プロジェクト学習導入
5 10 社会のI:j=Jでの出会いを考える 社会見I~WI{ フのロジェクト学習①(社会を矢1る)
4 5 1 ( L:l 生物の育成を通じて命を考える 菜mtl作り 菜園作り (41\j~CD終了後)
5 5 2.1 社会の中で、の出会いを考える 社会則的f フoロジェクト学習②(社会を矢口る)
6 5 30(木) 生物の育成をJillじて命を考える 菜|蚕|作り 菜|蚕i作り(追J巴と官;QID
7 5 31 社会のI:Jで、の出会いを考える 社会nHfíl1~ フ。ロジェクト学習③(社会を矢口る)
jJJ 
j政業を矢1る、倒jくことを考える 職業nE解 仕事発見ガイダンス8 6 7 
9 6 H カリキュラムを知る 科目:r芸択 科目群ガイダンス①
10 6 21 カリキュラムを矢口る 科目選択 科目 ~l平ガイダンス②
1 28 カリキュラムを)JIる/J日企業を矢1Iる、働くこと与える 科目選択 科目選択予備調査入力職場体験準備は!汚1]) I 
12 7 12 学習内容を振り返る まとめ 一学期まとめ&収穫祭準備(al1)
13 7 13 生物の育成を通じて命を考える 菜i主i{乍り 菜園収穫祭(保護者と一緒lこ)
14 16 i識主主を);1る、{動くことを考える Jfi主主主理解 職場体験車 níiJ i'i;~(全体) 菜 I~fl 片付け(産相;係pm)社会人説話(am)
i 夏期休業11 j段業を知る、{動くことを考える 職業理解 !日出場体験
フ 変Jtll休業11 j政業を矢nる、働くことを考える 職業立i拍手 j殿場体験J長り返り
3 9 6 学問と進路を考える 科目選択 学i二日?とJ[i造業ガイダンス
9 13 学I~XJと進路を考える 進路学習 大学の先生による出張講義
5 9 19 社会を士1る 社会理UI]!{ 福右U!l¥'話
6 9 27 学問と.~路を考える 進路学習 筑波大見学事前ガイダンス
7 10 社会を矢1る 社会nEfiJl{ 特別支援学校交流会準備
J~J 
1上界を矢1る 校外学習 校外学習説明会8 10 1 
9 10 18 学!日?と進路を考える 進路学習 筑波大見学
10 10 25 学問と進路を考える・自己と出会う 進路学習・自己主H解 筑波大見学まとめ プロジェクト2nd①
1 1 自己と出会う !とi己辺地平 プロジェクト2nd②(自分を失nる)
12 1 8 自己と出会う 自己mifiJ!l{ ブ。!コジェクト21寸③(自分を知る)
13 1 22 学Il¥jと進路を考える 科 F~I 選択 時間割作成制I談会 2学期振り返り
12 6 カリキコラムを三5える/他者との出会いを考える 科目選択・{也者用!解 授業H寺1M]害1]入力 ライフプランガイダンス
2 12 13 他者との出会いを考える 他者理解 フ。ロジェクト3rd②(他者を知る)
3 12 14 他者との出会いを考える 他者瑠!解 教員免許講習フ。lコジェクト3rd③(他者を知る)
10 自己の生き方を考える I~I 己 μ11解 ライフプランHR発表①
。r 24 自己の生き方を考える I~I 己理解 ライフプランHR発表②
z三-;. 6 31 !と!己を);1り、他者を知る まとめと発表 ライフプラン年次発表
J年j
つ 7 社会を矢IJる ~jll 江主 元文化放送アナウンサー講演会
8 2 14 学官内容をまとめる まとめと発表 研究大会準備&リハーサル
9 2 19 学習内容をまとめる まとめと発基ミ 研究大会発表会前日準備
10 つ 20 学習内容をまとめる まとめと発表 研究大会




No 日付 時間 項目 活動内容 指導事項等
1"¥-Ci¥P実施 自分を矢口る
1 14月20日 2 科目ガイダンス 科自の目標と内容、担当者紹介
3 科目ガイダンス 希望調査、興味ー関心・疑問点を書いてみる








3 複数の資料で調べる 関連する本を読む、 Webで調べる 依頼の方法
情報の整理・保存の方法
援数の資料で調べる 情報の取捨選択・まとめの方法




5 I 6;:322日 2 調査報告書の作成 (1200字程度)
3 調査報告書の作成
6・7 7月1日 終日 上級学校パス見学会 上級学校を訪問し、進路意識の向!こをはかる
817月12臼 PM 筑波大学工学情報系・[，py.義 大学の先ヨーや学生の講話を聞き、視野を広げる
9'10 夏季休業中 終日 オープンヰャンパλ 、受験科!~R理1正 行き先の決定から受験の方法まで自分で調べる
i2学期「レポートにまとめる、発表する」
No 日付 時間 工員自 活動内容 指導事項等
11 9月7日 AM ベネッセァスト 学力や弱点を把握し、今後の学習計画に役立てる *夏体みの活動報告
*2学期は適宣、科目選択の相談に
1 テーマを決める これまでの調査を元に、テーマを確定する JiLiじる。














15 1月16日 2 レポート作成 今までの調査や発表資料を元にレポートを作成する(2000字程度。締切11/20)
3 レポート提出
13学期円患者に伝える、意見を言い合うJ
No 日付 時間 項目 活動内容 指導事項等
新しい践の顔合わせ 自己紹介を兼ねたレポート報告会 *3学期の発表はレポートや原稿の詩
16 1月30日 2 発表資料作成 発表資料の構成を考える E止とぜにな己廷しk!;_5にQ*3学期は時間が少ないので冬体みを
3 発表資料作成 2学期のレポートを元に資料引修正する(締切1/9) 活用するなど計画的iこ。
発表会
17 1月11日 2 発表会 2学期より良い発表を心がける *討議の時間を多く取る。発表は記録それぞれの発表について討議する ~待相・意思す控室霊視。
3 発表会
レポート修正 発表会のアド/¥イスを元に修正する
18 1月25日 2 レポート提出 (2000字以上。締切1/29)
3 キャ1)アデザインふりかえり 成果と課題、アンケート
19 2月1日 AM 進:{i)f模試 学力や弱点を把握し、今後の学習計画に役立てる
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でで、きたo 3一度決めたら最後までやり遂げようと努力した。 4他の人と協力し、助け合って活動することができたQ 5他の人の
意見や考えをf1:1l角干し、尊重することができた。 6!~I 分の意見や考えを他の人に伝えることができた。 7 身の回りや社会・世界に興
!見ミや疑問を持つことができた。 8興興.1味床床宇があることについて、本を読ん7だ三ご、り i告ヨ分で
ろいろな人に話をi出}E羽?号lいし \1たこり校外に J仕j土~\1)カか￥ヰ斗(けlナ7 たりでで、き 1たこ o 10 様々な角度から物事を考え、 I~I 分なりに課題 ([1:\:j題点)を見つけることがで
きた。 11必要な情報を探し集め、自分なりに分析することができた。 12伝えたいことをわかりやすく(論理的に)文章にまとめ
ることができた。 13伝えたいことをわかりやすく (論理的に)発表することができた。 14家庭学習やfmUil'Iへの取り組みなど、も
のごとを計四i的に進めることができた。 15将来の夢や方向性を考えることができた。]
t~_~-~~ ~~G 叫授業|キ-\，~j' 1 菜盟 1 PJ① i問問選択ICD I HR I部活動|その帥校外r--i1学期
21 1 6 1 54 1 45 1 34 1 19 1 39 1 45 1 14 1 45 1 4 1 71 
21117 I 8 I 47 I 36 I 32 I 21 1 32 1 41 1 10 I 49 I 3 I 131 I 
L____311291 101 431441 281 141 251 481 91 541 51 121 I 
41136 I 6 I 107 I 86 I 64 I 15 I 14 I 24 I 17 I 57 I 1 I 4 
!し一一一一一一-一宇一守P剖与i… 6引，_I¥ 97 I 15 I 64 ¥ 30 I 39 ¥ 13 I 13 ¥ 27 I 15 I 30 ¥ 2 I 61 !i 
I 71113 I 7 I 30 I 20 I 31 I 58 I 36 I 45 I 7 I 19 I 6 I 7 I 
;一子一P旦d1 06 1 8 1 3 1 __ 5 1 9 1 1 5 1 1 Ei1 761 2 1 1 7 1 4 1 8 1 ;才 79I 6 I 9 I 7 I 21I 18 I 12 I 23 I 2 I 13 I 2 I 3I 
80 20 21 15 17 11 15 32 4 27 。 5 I 
107 7 10 9 17 14 80 4 6 6 
75 8 8 9 13 5 4 66 。 。
46 8 17 12 23 7 22 。 。
41 8 3 6 5 5 7 18 2 2 5 7 
132 7 7 11 18 92 66 39 2 11 6 9 15 
?
?
?? ? ? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
4・3回答 授業 職場体験 職業G 出張誘義 福祉交流 筑波大 PJ② 科包選択 CD 進路講話 HFモ 部活動 その他 学校外
118 11 40 24 14 34 27 33 44 45 10 47 36 5 
114 10 29 12 4 22 26 24 29 48 3 41 38 5 
122 14 30 7 3 23 8 18 21 43 50 46 。 8 
130 9 55 16 5 54 34 54 6 22 3 83 49 。
135 10 31 11 6 41 22 60 12 43 3 53 34 。 7 
105 6 19 7 5 24 10 49 11 48 4 30 26 5 
124 12 58 36 22 43 53 61 30 46 16 14 17 2 4 
113 9 8 7 2 4 8 5 15 86 7 6 13 4 9 
82 5 18 7 4 13 8 21 25 29 3 8 15 2 4 
106 16 18 17 3 17 11 26 26 49 8 16 34 2 
130 14 10 9 5 10 12 23 22 98 2 10 6 2 
91 12 10 3 4 12 6 29 6 73 2 2 。
77 5 9 4 2 3 18 67 3 。。
46 13 。 。 2 。 3 6 17 。 2 4 7 m LJ_:3~ 7 L 竺3 48 19 26 42 26 77 44 33 6 L_J_Q 
4・3白答 授業 PJ③ しP 講演会 研究大会 CD HR 部活動 その他 学校外
112 8 53 50 4 39 51 12 38 。 2 
111 8 24 41 5 29 45 10 42 2 8 
131 17 26 47 4 37 57 14 51 。 6 
130 16 64 28 5 65 14 24 57 5 5 
125 5 83 52 19 61 25 14 23 3 5 
109 6 74 51 6 41 41 6 18 3 
109 6 46 42 45 35 42 5 15 4 4 
99 10 9 13 3 7 76 。10 4 7 
56 5 11 9 8 7 30 6 14 6 5 
102 10 32 32 6 20 50 3 32 6 
113 11 11 21 6 13 91 3 8 2 3 
94 10 16 54 4 25 62 5 3 
87 3 24 40 3 14 61 2 2 
62 19 7 12 8 27 。 8 4 9 
134 5 12 93 23 21 51 6 19 3 11 
-79-
